
鈴

木

大

拙

と

マ
イ

ス
タ

ー

・
エ

ッ
ク

ハ
ル
ト

そ
の
思
想
的
親
近
性

に
つ
い
て

和

田

真

二

昏
迷
せ
る
世
界
情
勢

の
中
に
あ
っ
て
、
思
想
界
の
し
め
る
位
置
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
分
析
を
基
調
と
す
る
科
学
的
な
物
の
見
方
が
西
洋

に
発
達

し
て
、
科
学
の
発
達
、
工
業
技
術
の
進
歩
に
よ
り
我
々
の
生
活

は
便
利

に
な
り
、
生
活
範
囲
は
地
球
規
模
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ

つ

つ
あ
る
。

一
見
幸
福
そ
う
に
見
え
る
が
果
し
て
そ
う
な
の
か
。

一
方
、

東
洋
に
は
分
析
以
前
の
主
客
未
分

の
世
界
か
ら
物
事
を
見

つ
め
る
と
い

う
伝
統
的
な
世
界
観
が
あ
る
。
現
今
の
世
界
の
行
き
詰
ま
り
は
、
こ
の

西
洋
的
世
界
観
が
世
を
支
配
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の

東
洋
的
な
見
方
、
考
え
方
を
世
界
に
向
け
て
生
涯
説
き
続
け
た
人
に
鈴

木
大
拙

(以
下
、
大
拙
と
略
記
)
が
い
る
。
長
年
西
洋
世
界
に
居
り
、
世

界
を
知

り
尽
く
し
た
大
拙
の
主
張
に
世
界
は
今
よ
う
や
く
眼
を
向
け
つ

つ
あ
る
。
昨
今

の

"大
拙
批
判
"
(
1
)

の
当
否
は
と
も
か
く
も
、
そ
の
事
を

物
語

っ
て
い
る
。
こ
の
論
考
は
、
そ
ん
な
大
拙

の
思
想
を
マ
イ
ス
タ
ー
・

エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
思
想
と
対
比
せ
し
め
、
両
思
想
に

見
ら
れ

る
普
遍
的
原
理
及
び
そ
の
親
近
性
に
つ
い
て
探
り
、
と
り
わ
け

仏
教
的
考
え
方
の
世
界
性
を
考
察
し
た
い
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

そ

も

そ

も
、

大

拙

が
神

秘

思

想

に

関

心

を

持

つ
に

い
た

っ
た

の
は

、

明

治

三

十

年

、
渡

米

し

て
ポ

ー

ル

・
ケ

ー

ラ

ス

の
も

と

で
そ

の
助

手

を

し

な

が

ら
、

東

西

の
宗

教

・
哲

学

文

献

を

渉
猟

し
、

そ

れ

ら

の
翻

訳

に

も

携

っ
て

か

ら

の

こ
と

で

あ

る

と
考

え

ら

れ

る

。

そ

の
ま

と

ま

り

は
、

大
正
五
年
刊
行
の

『禅
の
立
場
か
ら
』
(
2
)

に

一
応

見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は

神
秘
主
義
に
つ
い
て
そ
の
史
的
諸
形
態
に
つ
い
て
詳
し
く
論
述
さ
れ
て

い
る
。

神
秘
思
想
に
お
け
る
大
拙
の
見
方
の
特
色
を
坂
本
弘
氏
は
次
の
三
点

に
認
め
て
い
る
。
(
3
)

即
ち
、
神
秘
主
義

の
特
色
は
分
別
智
を
超
え
た
自
覚

に
見
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
自
覚
は
直
覚
的

で
あ
り
、
神
秘
家
は
こ

の
直
覚
的
に
開
け
る
自
覚
的
世
界
に
立
つ
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
境
涯

と
い
う
な
ら
ば
、

こ
の
境
涯
こ
そ
が
第
二
の
特

色
で
あ
る
。
こ
の
分
別

智
を
超
え
た
自
覚
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
神
秘
家
は
、
或
は
否
定
的
表

現
に
、
或
は
逆
説
的
表
現
に
或
は
象
徴
的
表
現

に
訴
え
る
。
こ
れ
が
第

三
の
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
大
拙
が
最
も
重
要
視
し
て
い
た

の
は
、
神
秘
主
義

の
自
覚
と
そ
の
表
現
と
し
て
の
思
想
面
の
二
つ
で
あ
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る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

『禅

の
立
場
か
ら
』
以
後
、
四
十
年
を
隔
て
、
大
拙
が
再
び
神
秘
主

義
を
主
要

テ
ー

マ
に
取
り
あ
げ
た
の
は
英
文

『

』

に
お
い
て
で
あ

っ
た
。
此
本
で
は
こ
と
に
キ
リ
ス
ト

教
神
秘
主
義
を
殆
ど
エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
ひ
と
り
に
代
表
さ
せ
、
禅
思
想
及

び
真
宗
思
想
と
比
較
し
、
両
思
想
の
親
近
性
に
注
目
し
て
い
る
。
大
拙

と
い
う
ひ
と
り
の
思
想
家
に
と
っ
て
、
そ
の
若
き
頃
か
ら
晩
年
に
い
た

る
ま
で
も
、
そ
の
心
の
根
底

に
あ
る
も
の
は
、
宗
教
に
お
け
る
体
験
の

重
要
性
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

東
洋
と
西
洋
の
思
想
を
比
較
す
る
に
及
び
、
大
拙
は
し
ぼ
し
ば
次
に

掲
げ
る
芭
蕉
と
テ
ニ
ス
ン
の
詩
を
引
用
し
て
い
る
。
(
4
)

芭
蕉

は
周
知
の
如
く
、
十
七
世
紀
の
日
本

の
俳
聖

で
あ
り
、
そ
の

十
七
文
字

の
ひ
と
つ
に
次
の
句
か
あ
る
。

よ
く
見
れ
ば
薺
花
咲
く
垣
根
か
な

大
拙
は
こ
の
句
に
東
洋
的
な
物
の
考
え
方
が
特
徴
的
に
見
出
さ
れ
る
と

し
て
、
次

の
よ
う
な
説
明
を
試
み
て
い
る
。
「芭
蕉
と
い
う
人
は
自
然
詩

人
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
極
め
て
自
然
を
愛
す
る
。
愛
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
自
然
と

一
体
と
な

っ
て
、
自
然

の
鼓
動
を

一
つ
一
つ
自
分
の
血
管

を
通
じ
て
感
得
す
る
の
だ
。
…
…
そ
の
謙
虚
さ
そ
の
も
の
、
微
塵
も
み

せ
か
け
の
な
い
美
し
さ
、
そ
れ
が
見
る
人
に
敬
虔
な
讃
美
を
惹
き
起
さ

し
め
ず

に
は
お
か
な
い
。
詩
人
の
目
に
は
薺
の
小
さ
な
花
び
ら
の

一
つ

一
つ
に
、
生
命
の
深
い
神
秘
、
存
在
の
秘
密
が
看
取
せ
ら
れ
る
の
だ
。
」
(
5
)

こ

れ

に
比

較

し

て

西

洋

的

な

物

の
見
方

、

考

え
方

と

し

て

テ

ニ
ス

ン

の
詩

を
引

用

す

る
。

大
拙

は

こ
の
句

に

は
芭

蕉

の
藩

の
句

に
極

め

て

近

い
何

も

の

か

が

あ

る

と

い

い

つ

つ
、
鮮

明

に
東

洋

と

の
差

違

を

認

め

て

い
る
。

次

に

示

す

は
、

テ

ニ
ス
ン

の
詩

で
あ

る
。

壁

の
割
れ
目
に
花
咲
け
り

割
れ
目
よ
り
汝
を
引

き
抜
き

て

我
れ
は

こ
こ
に
、
汝

の
根

ぐ
る
み
す
べ
て
を

我

が
手

の
う
ち

に
ぞ
持

つ

お
お
、
小

さ
な

る
花

よ

も
し
我

れ
、
汝

の
何
た
る
か
を

根

ぐ
る
み
何

も
か
も
、

一
切
す

べ
て
を

知
り
得

し
時

こ
そ

我
れ
神

と
人
と

の
何
た

る
か
を
知
ら
ん

こ
れ

ら

の
詩

か

ら

二
人

の
詩

人

の
心

を

読

み
と

っ
て

み

る

に
、

芭

蕉

は

花

を

じ

っ
と

見

つ
め

る

だ

け

で
、

指

一
本

も

触

れ

な

い
。

テ

ニ
ス

ン
は

花

を

そ

の
生

え

て

い

る
場

所

か
ら

抜

き

取

る
。

芭

蕉

は

「受

け

取

っ
て

い
く

」

が

、

テ

ニ
ス

ン

は

「
対

立

」

し

て

い
く

。

東

洋

は

沈

黙

で
西

洋

は

雄

弁

で

あ

る
。

今

日
的

に

い
え

ぼ

、

テ

ニ
ス

ン

は

「科

学

的

客

観

」

の
立
場
で
あ
り
、
芭
蕉
は

「絶
対
的
主
観
」
(
6
)

の
立
場
で
あ
る
。

東
西
の
二
人
の
詩
人
を
取
り
あ
げ
、
そ
こ
か
ら
実
在
に
向
う
二
つ
の

道
の
根
本
的
な
性
格
を
示
し
、
そ
の
比
較
か
ら
大
拙
は
東
西
の
心
理
態

を
次
の
如
く
位
置
付
け
る
。
(
7
)

即
ち
、
西
洋
は
分

析
的

・
概
念
的
で
あ
る
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の
に
対

し
、
東
洋
は
総
合
的

・
直
観
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
の

相
違
点

を
見
い
出
し
て
い
る
。
東
洋
と
西
洋
の
思
想
的
差
違
を
述
べ
る

大
拙
に
あ
っ
て
、

エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
と
の
邂
逅
は
重
要
な
意
味
を
持

つ
。

エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
の
思
想
に
接
し
、
評
し
て

「仏
教
思
想
に
か
な
り
接
近

し
」
て
お
り
、
又

「決
定
的
に
仏
教
的
思
索
に
由
来
す
る
」
(
8
)

も
の
で
あ

る
と
断
言
し
て
い
る
。
彼
の
説
く
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
大
拙
は
次
の

如
く
述

べ
て
い
る
。
即
ち
、

「彼
は
豊

か
で
深

い
宗
教
的
人
格
か
ら
現
れ
出
で
た
独
自
の
体
験
の
上

に
立

っ
て
い
る
。
…
…
彼
は
自
己
の
体
験
に

"隠
さ
れ
た
"
内
面
的
意

義
を
付
与

し
よ
う
と
試
み
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
彼
以

前
の
先
覚
者
の
大
部
分
の
人
た
ち
が
触
れ
た
こ
と
の
な
い
境
涯
に
入
っ

て
行
く

の
で
あ
る
」
(
9
)

と
い
っ
て
い
る
。
彼
の
思
想
は
宗
教
的
体
験
を
重

ん
ず
る
大
拙
の
立
場
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
胆
に
も
大
拙

は
次
の
如
く
い
う
。
「禅
は
事
実
の
上
に
そ
の
人
を
さ
え
得
れ
ば
、
在
家

の
中
に
も
、
哲
学
者
の
中
に
も
、
乃
至
異
教
徒
即
ち
仏
教
徒
以
外
と
称

す

る
宗

教

者

の
中

に

も
、

十

分

に
存

続

す

る

理

由

を

有

し

て

い
る
」
(
1
0
)

と

い
う

の
で

あ

る
。

こ

こ

で

い

っ
て

い
る

禅

と

は

い
う

ま

で

も
な

く

宗

教

経

験

乃

至

そ

の
体
験

を
示

し

て

い
る

の
は

論

を

俟

た

な

い
。

次

い

で
大
拙

と

エ

ッ
ク

ハ
ル
ト

の
思

想

の
親

近
性

に

つ

い
て
考

察

し

て

み

よ

う
。

周

知

の
よ

う

に

、

エ

ッ
ク

ハ
ル

ト

は

中

世

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に

生

き

た

ド

ミ

ニ

コ
会

の

一
修

道

士

で
、

パ

リ

大

学

神

学

教

授

で

も

あ

っ

た

。

晩

年

、

時

の
正

統

派

か
ら

"
異

端

者

"

の
極

印

を

は
ら

れ
、

キ

リ

鈴

木
大
拙

と

マ
イ

ス
タ
ー

・
エ
ッ
ク

ハ
ル
ト

(和

田
)

ス
ト
教
世
界
か
ら
葬
り
去
ら
れ
、
歴
史

の
表
舞
台
か
ら
そ
の
姿
を
消
し

て
い
く
。
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故

に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神

の
伝
統
を
担
う
人
々
の
、
そ
し
て
又
、
名
も
な

き
人
々
の
心
底
に
灯
り

続
け
な
が
ら
現
代

へ
と
伝
え
続
け
ら
れ
て
き
た

の
か
。
そ
れ
は
何
で

あ

っ
た
か
。
大
拙
は
そ
の
答
え
を
宗
教
体
験
に
求
め
る
。

エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
の
教
説
の
中

で
、
時
の
問
題

を
聖

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
の

『告
白
』
(
1
1
)

を
引
用
す
る
下
り
で
、
結
局
の
所
、
時
と
永
遠
の
二
つ

の
概
念
は
折
り
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
の

「し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
理
解
す
る
必
要
な
ど
は
な
い
の

だ
」
に
よ

っ
て
、
彼
は
言
葉
の
次
元
で
な
く
、
さ
と
り
の
体
験
の
レ
ベ

ル
に
ま
で
行
か
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

時
の
問
題
で
好
対
照
を
な
す
の
が
、
唐
代

の
禅
匠
徳
山
宣
鑑
の

『三

世
心
不
介
得
』
(
1
2
)

の
話
頭
で
あ
る
。
時
の
内
に
あ

る
我
々
に
対
し
、
過
去
・

未
来

・
現
在
の
何
れ
の
時
も
捉
え
る
こ
と
の
で
き
ぬ
時
を
と
ら
え
よ
と

は
、
つ
ま
り
言
葉
を
重
視
す
る
限
り
そ
こ
に
答
え
は
な
い
。
禅

の
関
心

は
論
理
性
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
実
践
に
あ
る

の
で
あ
る
。
古
来
禅
匠

達
は
こ
ん
な
公
案
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
悟
り
"
を
獲
得
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

神

の
愛
を
説
く
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
言
葉
に
、
神
と
私
と
の
間
に
は
何

も
の
も
介
在
し
な
い
。
「
つ
ま
り
、
私
は
こ
う
言

い
た
い
。
神
は
ま
ぎ
れ

も
な
き
私
で
あ
り
、
私
は
ま
ぎ
れ
も
な
き
神
で
あ
る
。
こ
の
上
も
な
く

一
如
に
な
り
切

っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
彼
と
こ
の
私
は

一
如
の
、
存
在
"
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で
あ

る
。
」
(
1
3
)

と

あ

る
が

、

こ
れ

を

真
宗

の
妙

好

人
、

浅
原

才

市

の
次

の
詩

と

比

較

す

る
時
、

エ
ッ
ク

ハ
ル

ト

と
真

宗

の
教

え

が

、
実

は

そ

の
眼

の

付

け

所

如

何

で
は
、

そ

の
軌

を

一
に
す

る
と

い

い
得

る

の
で

あ

る
。

次

が
才

市

の
詩

で
あ

る
。

ご

を
ん
う
れ
し
や
、
な
む
あ
み
だ
ぶ

つ
。

も
を
ね
ん

(妄
念
)
の
を
き
ぼ

(置

き
場
)
を
き
け
ば
、
き
ほ
を
い
い
た

い

(機

法

一
体
)
。

な

む
あ
み
だ
ぶ

つ
。
(
1
4
)

浄

土

真

宗

で
は
、

「仏

を
念

ず

る
」

こ
と

に
よ

っ
て
、

阿
弥

陀

と

そ

の
帰

依

者

が

一
体

化

し
、

そ

れ

で

い

て
同

時

に
阿

弥

陀

は

阿
弥

陀

で
、

衆

生

は
衆

生

で
あ

る
と

い
う
境

涯

を

目

指

す

。

い

わ

ゆ

る
、

機

法

一
体

の
念

仏

が

体

験

さ

れ

た

と

き

、

才

市

に

あ

っ
て

は

、

口
称

の
念

仏

の

姿

と

な

っ
て
出

て
く

る

の
で
あ

る
。

以

上

の

こ
と

か

ら
、

禅

の
思

想

や
真

宗

の
他

力

回

向

、

そ

れ

に

キ

リ

ス
ト

教

の

エ

ッ
ク

ハ
ル
ト

の
思

想

を

神

秘
主

義

の
偉

大

な
流

れ

に

沿

っ

て
眺

め

る

と

き
大

拙

が
常

々
問

題

に
し

て
き

た

、

悟

り

"
体

験

と

そ

の

表

現

の
重

要

性

に
お

い
て
、

両

思

想

の
親

近

性

を

見

い
出

し

得

る

の
で

あ

る
。

1

『禅

と
戦
争
』
光
人
社
刊
。

『
日
本

の
仏
教

』
④
法
蔵
館
、
八
十

一
頁
所

収

「禅

と
日
本

の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」

ロ
バ
ー
ト

・
H

・
シ
ャ
ー

フ

2

新
編

『
鈴
木

大
拙
全
集

』
第
16
巻

(
三
四
三
頁
)

「禅

の
立
場
か
ら
」

3

『
日
本
仏

教

に
お
け
る
神
秘

思
想
』

日
本

仏
教
学

会
編
、
平

楽
寺
書
店

(一
二

四
頁
)

「鈴
木
大
拙
と
神
秘
思
想
」
坂
本
弘

4

新
編

『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第

28
巻

(
三

一
一
頁

以
下
)

「禅

仏
教

に
関

す

る
講
演
」
。

『神
秘
主
義
』
鈴
木
大
拙
著
、

坂
東
、
清
水
訳

岩
波
書
店

(
一
四
六
頁
以
下
)

5

新
編

『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
28
巻

(三

一
二
頁

以
下
)

6

「絶

対
的
主
観
」

と
は
、
普
通

は
主
観

と

い
え
ば
必
ず

「客

観
」

に
対

す

る
も

の
と
考
え

ら
れ

る
が
、

こ
こ
で
い
う

の
は
相
対
を
超
え

た
主

観

の

意

で
あ

る
。

7

新
編

『鈴
木
大
拙
全
集
』
第
28
巻

(
三

一
七
頁
)

8

『
神
秘
主
義
』
鈴
木
大
拙
著
、
坂
東
、
清
水
訳
岩

波
書
店

(三

一
七
頁
)

9

前
掲
書

(
二
頁
)

10

新
編

『鈴
木
大
拙
全
集
』
第

18
巻

(十
八
頁

以
下

)

H

『神
秘
主
義
』
鈴
木
大
拙
著
、
坂
東
、
清
水
訳

岩
波
書

店

(八
八
頁
)

12

新
編

『
鈴
木
大
拙
全
集

』
第

四
巻

(
二

一
七

頁
以
下

)
。
碧
厳
録

第
四

則
。

13

『神
秘
主
義
』
鈴
木
大
拙
著
、
坂
東
、
清
水

訳

岩
波
書
店

(十

一
頁
)

14

前
掲
書

(
二
五

一
頁
)

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

鈴
木
大
拙
、

マ
イ
タ

ス
ー

・
エ

ッ
ク

ハ
ル
ト
、
神
秘
主
義
、

宗
教
経
験

(帝
塚
山
学
院
大
学
講
師
)

232



Journal of Indian and Buddhist Studies Vol. 54, No.3, March 2006 (147 )

In the Taiseki-ji school of Nichiren Buddhism, it is claimed that the most 

profound and important teachings of Nichiren have been passed exclusively 
from one high priest to another, through a process of "transmission of the 
heritage of the Law to only one person" (yuiju ichinin kechimyaku sojo). The 

purpose of this paper is not to ascertain whether this claim is true or not, but 
to point out that the core content of this so-called secret transmission of 
teachings appears to have already been disclosed by the school's 26th high 

priest, Nichikan. In this paper, I will clarify the validity of my hypothesis by 
reexamining Nichikan's writings from the viewpoint of disclosure of the 

transmission teachings of the Taiseki-ji school. 

45. Daisetz Suzuki and Meister Eckhart: An approximation of common pre-

cepts concerning Buddhism and Christianity 

Shinji WADA 

Over the past several centuries, remarkable progress has been accom-

plished in many fields of our world via scientific thinking and analysis. Yet, 
despite all the technical apparatus of our sciences, we still cannot fathom the 

many mysteries of life. 
 The idea of this treatise aims to demonstrate a common thread of thought 

running between the Buddhist scholar Daisetz Suzuki and the Christian 
mystic Meister Eckhart. Through our studies of these two religious giants a 

globalistic view will emerge. 

46. Kiyozawa Manshi's Understanding of the Sangha 

Hidetsugu TAKAYAMA 

How did the Meiji Buddhist Kiyozawa Manshi consider the Shinshu Otani 

school to which he belonged? Further, what was Kiyozawa's ideal sangha? I 
would like to address these questions in this paper. In order to follow a re-

quest from the Otani school, Kiyozawa, who had studied in Tokyo, returned 
to Kyoto. It is easy to imagine that the Sangha that Kiyozawa had pictured in

1259


